
一

は
じ
め
に

智
積
院
新
文
庫
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
に
つ
い
て
は
、
意
教
上
人

頼
賢
の
伝
記
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
ま
た
、
此
書
の
成
立
の
背
景
や

東
山
か
ら
根
来
寺
へ
と
至
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
に
つ
い
て
、
以

下
の
論
考
を
公
と
し
た
。

○
智
積
院
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
に
つ
い
て
│
意
教
上
人
頼
賢
と

そ
の
周
辺
を
巡
っ
て
│
（『
智
山
学
報
』
六
四

二
〇
一
五
・

三
）

○
智
積
院
聖
教
に
お
け
る
「
東
山
」
関
係
資
料
に
つ
い
て
│
智
積

院
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
│
（『
智
山
学

報
』
六
五

二
〇
一
六
・
三
）

幸
い
に
し
て
、
拙
稿
を
踏
ま
え
た
検
討
も
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
て

お
り
（
後
述
）、
此
書
の
全
文
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
な
る

検
討
に
俟
ち
た
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
本
書
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞

書
』
の
全
体
に
関
す
る
概
要
の
紹
介
と
翻
字
本
文
を
提
示
す
る
こ
と

と
し
た
い
。二

本
書
の
書
誌
的
事
項
と
章
立
て

本
書
は
、
外
題
の
如
く
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
記
事
の
終
わ
り
に

「
○
○
給
ケ
ル
ト
承
也
」
と
の
表
現
を
含
む
よ
う
に
、「
醍
醐
寺
祖

師
」
に
関
す
る
「
聞
書
」
形
式
に
基
づ
い
た
書
で
あ
る
。

本
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
で
示
し
た
所
で
は

あ
る
が
、
全
体
把
握
と
し
て
、
改
め
て
提
示
し
て
お
く
。

本
書
の
書
誌
的
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

智
積
院
新
文
庫
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
の
記
事
に
つ
い
て

│
│
付
・
翻
字
本
文
│
│

宇
都
宮

啓

吾

―８８ ―



「
醍
醐
祖
師
聞
書
」（
５３
函
８
号
）
一
冊

写
本

室
町
時
代

中
後
期

綴
葉
装

一
六
丁
（
共
紙
表
紙
の
た
め
、
現
装
表
紙

を
含
め
て
い
る
）
楮
紙
打
紙

二
四
・
四
糎
×
一
六
・
四
糎

原
表
紙
（
料
紙
共
紙
／
素
紙
）
見
返
し
（
料
紙
共
紙
）
漢
字

仮
名
交
じ
り
文

一
面
八
行
／
一
行
一
八
字
程
度

界
線
な
し

朱
陽
刻
長
方
（
単
廓
）
印
「
智
積
院
」
墨
点
（
室
町
後
期
／

仮
名
点
（
訓
・
音
）・
声
点
（
圏
・
胡
麻
）・
合
点
・
注
記

訓

点
に
は
他
後
筆
も
あ
り
）

（
外
題
）「
醍
醐
祖
師
聞
書
」（
直
書
）

（
表
紙
右
上
）「
五
十
二
」

（
表
紙
右
下
）「
智
積
院
／
玄
宥
」

そ
し
て
、
冒
頭
の
目
次
部
分
に
「
已
上
此
巻
ニ
ア
ル
也
／
下
ニ
見

タ
リ
」
と
の
記
述
か
ら
、
本
書
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
は
、
本
来
、
上

下
二
巻
の
書
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
に
、
本
書
の
記
事
を
見
出
し
に
沿
っ
て
示
す
（
見
出
し
の
上

に
番
号
を
付
し
た
）。

①
一

意
教
上
人
御
弟
子
等
事

②
一

勝
賢

実
継

成
賢

実
賢
等
御
事

ノ

ト

ト

ニ

ノ

ヒ

③
一

北
院
御
室
成
賢
共
勝
賢
御
弟
子
ニ
テ

御
室
遍
知
院
相
弟

子
也

ト

ト

ト
ノ

ノ

④
一

理
性
院
金
剛
王
院
定
海
由
来
事

ノ

ハ

ノ

出
家

⑤
一

問
云
金
剛
王
院
根
本
三
密
房
阿
闍
梨
聖
賢
也
入
道
ノ

人
也

其

後

源
運
大
僧
都

杲
海
小
僧
都

（
醍
醐
）

賢
海
権
僧
正
酉
酉
座
主

蓮
花
院

実
賢
前
大
僧
正
五
代
ノ
末
弟

（
醍
醐
）

酉
酉
座
主
号
金
剛
王
院

⑥
一
（
勝
覚
か
ら
成
賢
に
至
る
血
脈
）

ノ

ノ

ト

ト
ノ

⑦
一

遍
智
院
成
賢
御
弟
子
意
教
上
人
道
教
僧
都
御
事

ノ

ハ

キ

ノ

⑧
一

峯
堂
勝
月
上
人
貴
人
也
意
教
上
人
ヲ
チ
御
前
也

ニ

ノ

ノ

ノ

ノ

⑨
一

意
教
上
人
越
前
御
下
向
時
寺
里
名
事

⑩

（
勝
賢
│
成
賢
か
ら
浄
真
・
道
教
・
意
教
の
流
の
血
脈
）

ト

ト
ノ

ノ

⑪
一

成
賢
実
賢
薄
双
紙
分
別
事

ノ

⑫
一

秘
抄
ノ

ウ
ラ
書
事

ノ

ノ

ク

ニ

⑬
一

平
等
房
十
巻
書
ト

云
テ
十
巻
作
書
ア
リ
多
物
引
之

⑭
一

高
野
新
別
所
宝
物
事

⑮
一

実
賢
真
言
御
師
等
事

ノ

⑯
一

隆
澄

房
円
事

⑰
一

思
融
真
言
御
師
等
事

⑱
一

良
含
真
言
御
師
等
事

尚
、
前
述
の
よ
う
に
現
装
表
紙
見
返
し
に
本
書
内
容
に
関
す
る
章

立
て
の
七
行
目
に
「
已
上
此
巻
ニ
ア
ル
也
／
下
ニ
見
タ
リ
」
と
の
記

述
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
が
当
初
は
上
下
二
巻
（
現
装
で
は
二

― ８９ ―



冊
）
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
章
立
て
の
後
に
「
一

ノ

ノ

ノ
シ
ム
ケ
ム

管
坊
実
継
事

地
蔵
院
深
賢
事
」
と
の
記
述
が
存
す
る
。
前
行
の
割

ノ

ノ
シ
チ
ケ
イ

書
の
よ
う
に
見
え
る
「
下
ニ
見
タ
リ
」
が
こ
の
「
一
管
坊
実
継
事

ノ
シ
ム
ケ
ム

地
蔵
院
深
賢
事
」
に
対
す
る
注
記
（
書
写
段
階
で
の
ズ
レ
が
起
こ
っ

た
可
能
性
）
と
考
え
れ
ば
、
下
巻
の
章
立
て
の
一
部
と
見
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
見
返
し
部
分
に
章
立
て
を
示
し
た
後
に

そ
の
ま
ま
本
文
に
入
っ
た
最
初
の
行
と
捉
え
る
可
能
性
も
あ
り
、
存

ノ

ノ
シ
チ
ケ
イ

ノ

疑
で
あ
る
。
但
し
、
本
書
に
は
、
こ
の
「
管
坊
実
継
事

地
蔵
院

シ
ム
ケ
ム

深
賢
事
」
と
両
者
共
に
言
及
す
る
記
事
は
存
し
な
い
。
更
に
検
討
が

必
要
と
な
る
。

三

本
書
の
記
事
の
�
場
�

稿
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
本
書
が
「
本
書
の
「
頼
賢
伝
」（
頼

賢
の
入
宋
と
法
華
山
寺
慶
政
と
の
関
係
）
は
、
意
教
流
、
特
に
、
東

寺
地
蔵
院
流
覚
雄
方
相
承
の
中
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
が
、
家
原
寺
聖
教
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
家
原
寺
を
拠
点
と
し
た
律
家
側
の
資
料
と
し
て
文
章
化
さ
れ

（
�
）

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
一
門
、
東
寺
地

蔵
院
流
内
の
記
事
で
律
家
と
も
関
わ
る
形
で
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
牧
野
和
夫
氏
は
、「
頼

賢
・
思
融
な
ど
の
法
系
に
伝
来
し
た
口
伝
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ

（
�
）
る
」
こ
と
、「「
実
賢
│
良
胤
│
良
含
│
静
基
」
の
血
脈
や
「
実
賢
│

如
実
│
思
融
│
実
融
」
と
い
う
相
承
の
枠
内
で
の
み
生
き
続
け
た

「
事
実
」
で
あ
り
、
醍
醐
寺
の
嫡
々
の
院
家
に
は
「
忘
却
」
を
必
然

（
�
）

と
し
て
不
思
議
の
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
書

の
「
頼
賢
」
伝
を
軸
に
据
え
た
記
事
の
豊
富
さ
や
本
書
末
に
記
載
さ

れ
た
「
実
賢
真
言
御
師
等
事
」・「
思
融
真
言
御
師
等
事
」・「
良
含
真

言
御
師
等
事
」
は
、「
頼
賢
・
思
融
な
ど
の
法
系
」
で
あ
る
こ
と
や

「
実
賢
│
良
胤
│
良
含
│
静
基
」・「
実
賢
│
如
実
│
思
融
│
実
融
」

と
い
う
相
承
の
中
で
の
記
事
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
は
、
本
書
の
記
事
に
基
づ
く
後
掲
の
﹇
図
①
﹈
の
相

関
図
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
題
に
あ
る
「
醍
醐
祖
師
」

と
は
言
い
な
が
ら
、
醍
醐
寺
に
お
け
る
諸
流
の
嫡
流
を
巡
る
祖
師
の

聞
書
で
は
な
く
、
右
の
如
き
あ
る
特
定
の
�
場
�
に
限
定
さ
れ
た
聞

書
と
言
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
既
に
、
従
来
と
は
異
な
る

（
�
）

「
頼
賢
伝
」
の
問
題
（
見
出
し
⑦
⑧
）
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に

（
�
）

お
け
る
実
継
勧
賞
記
事
と
の
関
連
（
見
出
し
②
）
か
ら
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
牧
野
氏
が
述
べ
る
「
醍
醐
寺
の
嫡
々
の

院
家
に
は
「
忘
却
」
を
必
然
と
し
て
不
思
議
の
な
い
事
柄
」
と
も
言
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え
る
記
事
に
言
及
し
た
。

更
に
、
実
賢
の
流
や
頼
賢
・
思
融
周
辺
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て

付
言
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
如
き
記
事
に
も
注
目
出
来
る
。

三
・
一

空
願
上
人
如
実
・
浄
尊

見
出
し
⑪
十
丁
裏
か
ら
十
一
丁
表
に
か
け
て
、
成
賢
と
実
賢
の
薄

双
紙
に
混
乱
の
生
じ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
加
茂
空
願
上
人
如

実
に
つ
い
て
、
次
の
如
き
記
事
が
存
す
る
。

（
１０
ウ
）

ノ

ハ

７

（
略
）
又
一
ニ
ハ

賀
茂
空
願
上
人
実

ノ

ノ

ケ
ウ
ケ
ム

８

賢
御
弟
子
也
此
人
又
浄
尊
御
弟
子
空
禅
房
篋
釼
ト

云
人
ニ

（
１１
オ
）

ノ

ノ

ノ

１

習
給
ヘ
リ
此
篋
釼
師
浄
尊
ト

云
テ
故
遍
智
院
経
蔵
開
閉

ノ

ノ

ノ

ノ

２

皆
此
浄
尊
ハ
カ
ラ
ヒ
也
此
時
遍
智
院
次
第
ヲ
ハ

残
所
ナ
ク

所
持ニ

ニ

テ

３

也
故
意
教
上
人
タ
ニ
モ
我
カ

所
持
無
次
第
ヲ
ハ

浄
尊
尋

ノ

ハ

ノ

ヲ

ハ

４

書
タ
リ
此
孫
弟
子
空
願
上
人
実
賢
流
極
給
ヘ
ル
人
也
此

ノ

ニ

テ

ノ

ト

ノ

５

加
茂
ヨ
リ

成
賢
実
賢
次
第
一
成
今
実
賢
方
云
人

ノ

ノ

６

授
ル

次
第
皆
多
分
遍
智
院
御
作
次
第
ナ
ル
歟

右
の
記
述
か
ら
、
空
願
上
人
如
実
が
実
賢
の
弟
子
で
あ
る
一
方
、

「
浄
尊
│
篋
剱
│
如
実
」
の
流
で
あ
り
、
こ
の
浄
尊
が
成
賢
の
嫡
弟

で
あ
る
道
教
の
相
承
し
た
遍
知
院
聖
教
の
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
如
実
が
実
賢
の
流
を
極
め
た

人
物
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
、
彼
が
「
成
賢
│
道
教
」
の
遍
知
院
の

流
と
実
賢
の
流
の
両
方
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点

も
、
醍
醐
寺
院
家
の
嫡
々
の
相
承
と
は
別
の
記
事
と
言
え
る
。
ま

た
、
意
教
上
人
頼
賢
も
こ
の
浄
尊
か
ら
遍
知
院
の
次
第
を
受
け
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
、
見
出
し
⑦
六
丁
表
に
よ
れ
ば
、
成
賢
存
命

ノ

中
の
遍
知
院
経
蔵
の
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
の
が
頼
賢
（「
此
人
無

ノ

ク
テ
ハ
聖
教
開
閉
カ
ナ
ハ
シ
」）
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
出
来
る
。

右
の
記
事
か
ら
は
、
院
家
に
お
け
る
嫡
弟
の
聖
教
相
承
と
は
別
に
、

実
際
の
聖
教
の
管
理
者
の
存
在
や
、
相
承
の
背
景
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。

浄
尊
に
つ
い
て
は
、
道
教
か
ら
嫡
弟
の
親
快
へ
と
相
承
さ
れ
る
に

際
し
て
、
親
快
が
若
年
に
し
て
具
支
潅
頂
入
壇
も
許
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
こ
の
浄
尊
が
後
に
「
第
三
重
の
印
可
」
を
納
め
た
函
を
親
快

に
伝
え
る
よ
う
道
教
か
ら
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
第
三
重
の
印

可
」
は
地
蔵
院
流
に
あ
っ
て
秘
中
の
秘
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
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（
�
）

れ
が
親
快
と
篋
剱
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
尚
、
見
出
し
⑬
十

ノ

ト

ノ

ク

ニ

二
丁
表
「
平
等
房
十
巻
書
云
テ
十
巻
作
書
ア
リ
多
物
引
之
」
も
、
右

の
こ
と
に
関
わ
る
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
尊
は
、
親
快
が
道
教
滅

後
に
憲
深
か
ら
法
流
を
受
け
た
こ
と
を
不
服
（
見
出
し
⑦
八
丁
裏
で

は
、
深
賢
が
伝
法
潅
頂
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
旨
が
記
さ
れ

る
）
と
し
て
山
科
平
等
房
に
住
し
て
い
た
実
賢
門
下
の
篋
剱
の
元
に

身
を
寄
せ
、
彼
を
付
法
の
嫡
弟
と
し
、
こ
の
地
で
浄
尊
の
流
の
聖
教

類
を
書
写
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
篋
剱
に
よ
る
「
第
三
重
の

印
可
」
の
流
が
如
実
で
あ
り
、
こ
れ
は
清
水
八
坂
吉
祥
薗
院
の
一
円

上
人
賢
爾
、
佐
々
目
頼
助
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

三
・
二

頼
賢

頼
賢
伝
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他

に
も
注
目
出
来
る
記
事
が
存
す
る
。

見
出
し
⑧
九
丁
表
に
お
い
て
、
松
橋
方
の
相
承
の
旨
の
血
脈
が
示

さ
れ
、
頼
賢
が
浄
真
よ
り
受
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
浄
真
に
つ
い

て
、「
此
ハ
松
橋
ノ
浄
真
ト
云
テ
成
賢
ノ
甥
御
前
也
」
と
記
す
。
ま

た
、
も
う
一
つ
の
血
脈
、
見
出
し
⑩
本
書
九
丁
裏
で
は
「
甥
御
前
」

だ
け
で
な
く
、
次
の
如
く
、
浄
真
か
ら
頼
賢
に
「
松
橋
方
ノ
正
教
ノ

一
流
」
の
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

┐

ノ

ハ

ノ

此
ハ
松
橋
法
印
ト
云
也
此
成
賢
甥

ノ

浄
真
御
前
也
松
橋
方
正
教
ノ
一
流
ヲ
ハ

ノ
成
賢
浄
真
ニ
ユ
ツ
リ
給
ヘ
リ

七
十
ニ
テ
入
滅

成
範
息
也

──

勝
賢
│
│
成
賢

│
│
│
┼
道
教
│
親
快

──

┐
相
観
安
養
院
ノ
長
老
也

┌
意
教
┴┌
証
道
┘
金
剛
三
昧
院
長
老
也

─

実
融

┌
空
忍

舜
融

頼
賢
が
法
華
山
寺
に
お
い
て
、
松
橋
本
の
『
覚
禅
鈔
』
等
を
書
写

し
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
こ
と
か
ら
そ
の
背
景
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
、「
頼
賢
伝
」
と
し
て
は
本
書
の
見
出
し
⑨
九
丁
表
に
も
注

目
し
た
い
。

ニ

ノ

ノ

ノ

ノ

２

一
意
教
上
人
越
前
御
下
向
時
寺
里
名
事

ヲ
ハ

ト

３

所
金
南
東
ト
云
也

寺
ヲ
ハ

歓
喜
寿
院
云
也

ト

４

檀
那
ヲ
ハ

顕
一
房
云
也

金
南
東
ノ

地
頭
也

頼
賢
の
越
前
下
向
に
つ
い
て
は
、
甲
田
宥
吽
氏
が
『
意
教
上
人
御

臨
終
記
』
に
お
け
る
越
前
で
の
臨
終
の
記
事
か
ら
次
の
如
く
指
摘
し

（
�
）

て
い
る
。

こ
の
書
の
初
め
に
「
越
前
国
永
徳
寺
」
と
あ
り
、
先
述
公
然
記

（
４０
）
の
裏
書
に
「
此
以
下
ハ
上
人
越
州
御
下
向
之
剋
、
上
醍

醐
令
参
籠
之
時
奉
問
記
之
了
」
の
注
記
が
あ
っ
て
、
夕
間
記
に
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も
「
化
度
の
た
め
に
北
国
辺
に
下
向
し
給
い
け
る
か
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
上
人
は
越
前
に
下
向
し
、
永
徳
寺
に
逗
留
中
入

滅
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
証
談
鈔
「
仏
生
房
相
承

事
」
の
条
に
は
「
仰
せ
に
云
わ
く
、
故
上
人
は
十
二
月
七
日
入

滅
、
然
る
に
十
月
の
頃
遠
行
あ
り
し
に
」
と
出
て
い
る
か
ら
、

こ
の
年
十
月
に
出
立
し
た
も
の
ら
し
い
。
証
談
鈔
に
は
入
滅
場

所
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
後
に
詳
し
く
触

れ
る
よ
う
に
、
仏
生
房
（
仏
性
房
義
能
）
が
上
人
遠
行
以
前
に

受
法
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
意
教
上

人
は
帰
山
し
な
か
っ
た
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
記
事
も
、
頼
賢
臨
終
時
の
越
前
下
向
に

か
か
る
寺
と
そ
の
里
の
名
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

は
、
本
書
七
丁
表
に
お
い
て
も
、
越
前
下
向
が
弟
子
の
請
に
よ
る
も

ハ

ニ

の
で
「
下
向
七
月
也
十
二
月
七
日
イ
ク
ホ
ト
モ
ナ
ク
テ
御
入
滅
也
」

と
し
て
い
る
。
本
書
か
ら
も
頼
賢
の
越
前
で
の
入
滅
が
確
認
で
き

る
。
尚
、『
続
伝
灯
広
録
』
の
「
無
量
寿
院
義
能
伝
」
に
よ
れ
ば
、

義
準
（
大
日
房
能
忍
門
下
か
ら
道
元
門
下
を
経
て
頼
賢
門
下
と
な
っ

た
人
物
。
後
に
義
能
と
改
名
。
高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
て
頼
賢
と
交

流
、
門
下
と
な
る
。）
は
実
際
に
頼
賢
を
越
前
に
請
し
て
衆
生
接
化

を
願
い
、
義
準
自
ら
も
施
財
を
奉
じ
て
頼
賢
か
ら
教
え
を
受
け
た
こ

（
�
）

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
頼
賢
の
越
前
下
向

は
義
準
（
義
能
）
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に

あ
る
頼
賢
の
越
前
下
向
時
の
寺
名
が
「
歓
喜
寿
院
」
で
あ
る
こ
と

も
、「
無
量
寿
院
義
能
伝
」
に
よ
れ
ば
、
義
準
が
晩
年
に
退
転
し
た

寺
院
が
「
歓
喜
院
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
繋
が
り
が
窺
わ
れ
、

頼
賢
の
越
前
下
向
が
義
準
の
招
聘
に
よ
り
、
そ
の
所
縁
の
寺
院
に
寄

居
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
義
準
が
実
融
と
共

に
頼
賢
の
死
を
看
取
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
、

義
準
の
退
転
し
た
歓
喜
院
の
位
置
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
つ
の
可

能
性
と
し
て
、
本
書
の
記
事
の
「
金
南
東
」、
ま
た
、
檀
那
と
し
て
、

当
地
の
地
頭
「
顕
一
房
」
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。

三
・
三

思
融

頼
賢
の
弟
子
と
し
て
、
見
出
し
⑰
十
四
丁
表
「
思
融
真
言
御
師
等

事
」、
そ
し
て
、
醍
醐
寺
本
『
伝
法
潅
頂
師
資
相
承
血
脈
』
に
記
載

さ
れ
る
思
融
（
後
に
泉
涌
寺
智
鏡
・
道
玄
に
律
・
密
教
を
学
び
、
四

天
王
寺
勝
鬘
院
円
珠
と
改
名
）
が
頼
賢
に
つ
い
て
法
華
山
寺
に
随
従

（
�
）

し
て
い
た
可
能
性
を
、
牧
野
氏
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

も
し
、
円
珠
で
あ
る
思
融
が
光
寳
に
師
事
し
た
、
と
す
る
な
ら

ば
、
光
寳
没
年
と
さ
れ
る
延
応
元
年
（
１
２
３
９
）
以
前
に
醍
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醐
寺
に
修
学
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
既
稿
に

「
成
賢
│
頼
賢
」
の
師
資
の
流
れ
で
頼
賢
に
も
師
事
し
て
お
り
、

頼
賢
が
醍
醐
寺
を
離
れ
慶
政
の
法
華
山
寺
へ
赴
い
た
際
に
付
き

随
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
記
し
た
が
（
こ
れ
ら
の
点

の
解
明
は
今
後
の
課
題
の
重
要
な
ひ
と
つ
で
あ
る
）、『
円
照
上

人
行
状
』
か
ら
は
全
く
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
履
歴
で
あ
る
。

（
略
）
近
世
に
至
る
僧
伝
類
に
認
め
ら
れ
な
い
頼
賢
及
び
頼
賢

門
下
の
慈
猛
な
ど
（
思
融
・
義
準
な
ど
の
可
能
性
）
の
履
歴

の
一
齣
「
法
華
山
寺
に
お
け
る
修
学
（
了
行
の
一
件
が
か
ら
む

か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残

る
）」
は
、
戒
壇
院
側
の
資
料
に
お
い
て
も
「
空
白
」
で
あ
り
、

逆
に
改
め
て
重
要
な
事
実
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
見
出
し
⑰
十
四
丁
表
で
は
思
融
の
真
言
師

と
し
て
光
宝
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

実
賢
御
弟
子
也
賀
茂
空
願
上
人
ト
云

如
実

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┘

又
空
禅
房
篋
釼
ト
云
人
モ
弟
子
也

─
空
禅
房
ハ
浄
尊
ノ
弟
子
也

─

准
三
宮
関
白
殿
ト
申
也

─

法
助

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴─

成
賢
ノ
御
弟
子
也

─
思
融
又
円
珠
ト
云
也

相
意
房
也

光
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴─

意
教
上
人
也

─

頼
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
└

成
賢
御
弟
子
也

牧
野
氏
が
可
能
性
と
し
て
指
摘
す
る
「
思
融
の
師
で
あ
る
光
宝
」、

「
思
融
の
法
華
山
寺
随
従
」
に
関
す
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
本
書

の
記
事
が
利
用
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
見
出
し
⑦
七
丁
裏
〜
八
丁
表
に
は
、
四
天
王
寺
勝
鬘
院
長
老

相
意
上
人
と
し
て
、
思
融
が
頼
賢
の
思
い
出
を
語
る
場
面
も
存
す

る
。

三
・
四

本
書
の
記
事
の
�
場
�

今
ま
で
述
べ
た
如
く
、
嫡
流
相
承
内
に
お
け
る
言
説
と
は
異
な
る

も
の
が
本
書
に
は
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
頼
賢
や
実
賢
か
ら
思
融
・
実

融
・
舜
融
、
ま
た
良
含
の
流
を
軸
に
濃
密
に
展
開
さ
れ
て
い
る
点
に

本
書
の
特
徴
が
存
し
、
今
後
は
、
更
に
各
記
事
の
内
容
を
精
査
し
、

他
文
献
と
の
比
較
や
関
連
付
け
が
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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深
賢

八
帖
本

『
平
家
物
語
』

憲
深

親
玄

親
尊

実
勝

『
普
賢
延
命
抄
』紙
背
文
書

地
蔵
院
流
悉
曇
学

真
空
木
幡（
律
・
禅
・
密
）

延
慶
本『
平
家
物
語
』

頼
瑜
根
来

良
殿
根
来

勝
賢

道
教

頼
賢

浄
尊

良
胤

済
助

光
宝

澄
憲

勝
賢
の
異
母
兄
弟

安
居
院

成
賢
勝
賢
の
甥

実
賢
金
剛
王
院

実
継
管
坊

覚
洞
院

浄
真
松
橋

覚
阿
泉
涌
寺

智
鏡
泉
涌
寺

無
住

『
沙
石
集
』

東
寺
三
宝
院
ノ
一
流

円
海
太
子
堂
上
人

憲
静
泉
涌
寺

親
快
道
教
の
弟

義
能
大
日
房
門
下

実
融
金
剛
三
昧
院

相
観
安
養
院

舜
融
金
剛
三
昧
院智

音

湛
照
東
福
寺
二
代

円
爾
東
福
寺

承
澄
小
川

『
阿
沙
婆
抄
』

賢
爾
清
水
坂
吉
祥
薗
院

円
照
東
大
寺
戒
壇
院

思
融
四
天
王
寺
勝
鬘
院

心
定

『
受
法
用
心
鈔
』

静
基

遍
融

正
智
房

良
含

澄
豪

恵
鎮

東
山
白
毫
院

律
体
・
悉
曇
学

篋
釼
空
禅
房

如
実
賀
茂
空
願
上
人

三
井
寺

九
条
道
家
の
孫

頼
賢
の
叔
父

法
華
山
寺

慶
政

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
各
記
事
の

全
て
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
叶

わ
な
い
が
、
本
書
に
記
載
さ
れ
る
主

要
な
人
物
を
核
と
し
て
、
ま
た
、
そ

れ
ら
を
繋
ぐ
人
物
が
い
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
も
補
っ
て
伝
授
・
教
学

上
の
相
関
図
を
試
み
に
描
く
な
ら

ば
、
上
の
﹇
図
①
﹈
の
よ
う
に
な

（

）
る
。太

枠
で
囲
っ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
地
蔵
院
の
経
蔵
に
存
し
た
悉
曇

書
の
書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ

（

）
り
、
牧
野
氏
が
指
摘
し
た
醍
醐
寺
に

存
し
た
八
帖
本
『
平
家
物
語
』
に
関

わ
る
藤
井
永
観
堂
文
庫
蔵
『
普
賢
延

命
鈔
』
紙
背
文
書
に
そ
の
名
の
見
え

（

）

る
グ
ル
ー
プ
と
重
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
地
蔵
院
流
に
お
け
る
悉
曇
学
は

丸
く
囲
っ
た
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

と
も
深
く
関
わ
る
根
来
寺
・
頼
瑜
の

﹇
図
①
﹈
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流
に
も
伝
わ
り
、
頼
瑜
の
弟
子
の
良
殿
の
元
に
、
悉
曇
学
の
明
匠
で

（

）

あ
っ
た
東
山
白
毫
寺
良
含
の
弟
子
の
正
智
房
が
入
っ
て
い
る
。
ま

た
、
良
含
は
真
空
を
師
と
す
る
と
共
に
、
東
大
寺
戒
壇
院
円
照
と
の

繋
が
り
も
窺
え
る
。
そ
し
て
、
四
天
王
寺
勝
鬘
院
思
融
は
、
頼
瑜
が

仁
和
寺
経
瑜
か
ら
相
承
し
て
頼
淳
│
増
喜
と
相
承
し
た
勧
修
寺
流
勝

（

）

鬘
院
方
の
印
信
の
中
で
「
仁
和
寺
法
助
│
思
融
│
円
海
│
良
殿
」
と

繋
が
る
。

更
に
、
前
述
し
た
義
準
（
義
能
）
と
根
来
寺
頼
瑜
周
辺
の
問
題
と

（

）

し
て
、
牧
野
氏
は
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

九
条
家
を
後
ろ
盾
に
し
た
「
慶
政
│
頼
賢
」
の
師
資
相
承
の
血

脈
が
、
更
に
「
義
能
」
に
展
開
し
、
真
空
や
頼
瑜
の
周
辺
な
ど

を
介
し
て
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
一
末
「
康
頼
硫
黄
嶋
ニ
熊

野
ヲ
祝
奉
事
」
の
「
真
言
教
浄
土
教
兼
修
〔
康
頼
〕」
と
「
達

磨
宗
的
信
仰
〔
俊
寛
〕」
と
の
教
義
勝
劣
問
答
に
影
響
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
（
後
堀
河
・
四
条
朝
の
時
代
相
、
更

に
後
嵯
峨
朝
へ
の
転
変
を
含
む
微
妙
な
問
題
を
か
か
え
る
）。

一
二
四
、
五
〇
年
代
か
ら
一
二
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
慶

政
│
頼
賢
│
義
能
」
の
血
脈
と
そ
の
周
辺
に
展
開
し
た
「
も
ろ

も
ろ
」
の
営
為
事
象
が
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
影
を
落
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
、
相
関
図
が
根
来
寺
頼
瑜
周
辺
の
延
慶
本
『
平
家
物

語
』
の
「
場
」
と
も
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
本
書
の
伝

来
自
体
が
根
来
寺
や
そ
れ
に
繋
が
る
和
泉
国
家
原
寺
に
お
い
て
伝
わ

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
も
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
稿
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
本
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
聖

教
類
を
分
析
す
る
こ
と
で
東
山
か
ら
根
来
寺
ま
で
が
繋
が
る
こ
と
を

（

）

指
摘
し
た
が
、
こ
の
相
関
図
に
お
い
て
も
、
前
述
の
根
来
寺
頼
瑜
の

流
と
東
山
白
毫
寺
良
含
の
流
が
つ
な
が
り
、
東
山
に
お
け
る
泉
涌
寺

憲
静
・
覚
阿
・
智
鏡
、
清
水
坂
吉
祥
薗
院
賢
爾
、
東
福
寺
円
爾
・
湛

照
、
ま
た
、
金
剛
三
昧
院
の
実
融
・
舜
融
、
四
天
王
寺
勝
鬘
院
思

融
、
東
大
寺
戒
壇
院
円
照
、
そ
し
て
、
醍
醐
寺
の
成
賢
門
流
や
金
剛

王
院
実
賢
門
流
、
更
に
は
血
縁
関
係
に
基
づ
く
安
居
院
流
澄
憲
や
法

華
山
寺
慶
政
ら
非
常
に
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
看
守
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
中
世
に
お
け
る
宗
教
的
世
界
と
し
て

の
一
つ
の
�
場
�
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書

は
、
そ
う
い
っ
た
�
場
�
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
聞
書
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
繋
が
り
は
聖
教
の
形
成
に

も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
智
積
院
新
文
庫
の
家

原
寺
聖
教
は
、
こ
の
繋
が
り
に
基
づ
く
形
成
の
様
子
が
窺
え
る
。

本
書
の
緩
や
か
な
�
網
�
の
中
に
は
、
無
住
が
『
沙
石
集
』
の
中
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で
立
川
流
批
判
の
書
と
し
て
取
り
上
げ
た
『
受
法
用
心
集
』
の
作
者

（

）

心
定
の
如
き
人
物
も
加
わ
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
る
。
そ
し
て
、
無

住
自
体
も
東
福
寺
開
山
の
円
爾
に
学
び
、
ま
た
、
金
剛
王
院
流
実
賢

（

）

の
流
と
の
関
わ
り
や
猿
投
神
社
蔵
『
三
昧
耶
戒
作
法
』
に
記
載
さ
れ

（

）

る
思
融
へ
の
意
識
、
更
に
は
、「
東
寺
末
流
金
剛
仏
子
道
暁
」・「
東

（

）

寺
三
宝
院
ノ
一
流
」
と
い
っ
た
名
の
り
は
本
書
自
体
の
意
教
流
・
東

寺
三
宝
院
・
地
蔵
院
流
覚
雄
方
と
の
繋
が
り
が
窺
わ
れ
、
こ
の
中
に

配
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
相
関
図
と
し
て
如
何
に

繋
ぐ
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
頼
賢
門
下
の
慈
猛
や
篋

釼
門
下
の
佐
々
目
頼
助
の
如
く
、
東
国
と
も
繋
が
り
、
ま
た
、
金
山

院
や
悉
曇
学
等
で
は
、
天
台
宗
小
川
流
承
澄
や
澄
豪
・
恵
鎮
と
繋
が

り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
更
に
広
が
り
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
、

今
後
の
諸
資
料
の
渉
猟
と
精
査
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
智
積
院
新
文
庫
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
に
記
載

さ
れ
る
記
事
に
つ
い
て
、
前
稿
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
い
く
つ
か

を
紹
介
す
る
と
共
に
、
本
記
事
成
立
・
伝
承
の
�
場
�
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
み
た
。

と
は
言
え
、
本
書
の
み
な
ら
ず
、
書
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
諸
資
料
を
軸
と
し
な
が
ら
、
諸
分
野
の
知
見
を
多
角
的

に
捉
え
直
し
、
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
本
書
自
体
に
つ
い

て
も
更
に
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
掲
の
翻

字
本
文
と
共
に
諸
賢
の
ご
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
智
積
院
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
に
つ
い
て
│
意
教
上
人
頼

賢
と
そ
の
周
辺
を
巡
っ
て
│
」（『
智
山
学
報
』
六
四

二
〇
一
五
・

三
）本

書
の
伝
来
が
家
原
寺
周
辺
で
あ
る
た
め
、「
家
原
寺
を
拠
点
と

し
た
律
家
側
の
資
料
」
と
指
摘
し
た
が
、
厳
密
に
は
、
意
教
流
・
東

寺
三
宝
院
の
一
流
で
あ
る
地
蔵
院
流
が
含
み
込
ま
れ
た
場
で
伝
わ

り
、
家
原
寺
を
拠
点
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
牧
野
和
夫
「
延
慶
書
写
時
の
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
へ
至
る
一
過

程
│
実
賢
・
実
融：

一
つ
の
相
承
血
脈
を
め
ぐ
っ
て
（『
根
来
寺
と

延
慶
本
『
平
家
物
語

紀
州
地
域
の
寺
院
空
間
と
書
物
・
言
説
』

二
〇
一
七
・
六
）

（
３
）
牧
野
和
夫
「
宋
版
一
切
経
の
舶
載
に
係
る
一
、
二
の
問
題
│
実
賢

・〔
頼
賢
│
実
融
〕
と
い
う
相
承
に
沿
っ
て
│
（『
実
践
国
文
学
』
九

一

二
〇
一
七
・
三
）

（
４
）
注
（
１
）
文
献

（
５
）
拙
稿
「
智
積
院
聖
教
に
お
け
る
「
東
山
」
関
係
資
料
に
つ
い
て
│

智
積
院
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
を
手
懸
か
り
と
し
て
│
」（『
智
山
学
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報
』
六
五

二
〇
一
六
・
三
）

（
６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

田
中
悠
文
「
中
納
言
律
師
御
薗
ノ
浄
尊
伝
攷
（
二
）」（『
高
野
山

大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
九

二
〇
〇
六
・
二
）

（
７
）
甲
田
宥
吽
「
意
教
上
人
伝
攷
（
上
）」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
一
二

一
九
九
九
・
二
）

（
８
）
以
下
で
指
摘
す
る
。

佐
藤
秀
孝
「
永
徳
院
義
隼
と
無
量
寿
院
義
能
│
永
平
寺
道
元
門
下

か
ら
の
離
脱
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
九
巻

一
号

二
〇
〇
〇
・
一
二
）

（
９
）
牧
野
和
夫
「「
思
融
│
良
含
」
周
辺
の
こ
と
・
杭
州
出
自
の
宋
人

の
こ
と：

「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」
補
遺
」（『
實
踐

國
文
學
』
八
〇

二
〇
一
一
・
一
〇
）

（
１０
）
本
文
の
記
事
を
基
本
と
し
、
そ
の
他
の
資
料
も
用
い
た
。
そ
の

際
、
印
信
・
血
脈
の
類
や
牧
野
和
夫
『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
和
泉
書
院

二
〇
〇
九
）
の
成
果
、「
慶
政
│
済

助
│
良
含
」
は
柴
佳
世
乃
『
読
経
道
の
研
究
』（
風
間
書
房

二
〇

〇
四
）
を
参
考
と
し
た
。

（
１１
）
以
下
で
考
察
を
行
な
っ
た
。

拙
稿
「
京
都
国
立
博
物
館
松
本
文
三
郎
文
庫
所
蔵
の
悉
曇
資
料
に

つ
い
て
」（
京
都
国
立
博
物
館
『
学
叢
』
四
二

二
〇
二
〇
・
六
）

（
１２
）
牧
野
和
夫
「
深
賢
所
持
八
帖
本
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
を
め
ぐ

る
共
通
環
境
の
一
端
に
つ
い
て
」（
水
原
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語

考
証
（
二
）』
新
典
社

一
九
九
二
）

（
１３
）
注
（
１１
）
文
献

（
１４
）
野
沢
諸
法
流
印
信
類
聚
刊
行
会
『
野
沢
諸
法
流
印
信
類
聚
』（
一

九
三
六
）
八
〇
・
三
六
「
勧
修
寺
勝
鬘
院
」

筑
波
常
遍
『
勧
流
伝
授
前
談
』（
勧
修
寺
教
務
部

一
九
九
四
）

で
指
摘
す
る
。

（
１５
）
牧
野
和
夫
「
十
三
世
紀
中
後
期
を
め
ぐ
る
一
つ
の
「
文
学
的
」
な

場
に
つ
い
て
│
意
教
上
人
頼
賢
「
入
宋
」
の
可
能
性
よ
り
延
慶
本

『
平
家
物
語
』
と
達
磨
宗
の
邂
逅
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問
題
に
至
る

│
」（『
中
世
文
学
』
四
六

二
〇
〇
六
）

（
１６
）
注
（
５
）
文
献

（
１７
）
心
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
で
も
言
及
さ
れ
る
。

牧
野
和
夫
「
談
義
所
逓
蔵
聖
教
に
つ
い
て
│

延
慶
本
『
平
家
物

語
』
の
四
周
・
補
遺
│
」（『
實
践
國
文
学
』
八
三

二
〇
一
三
・

三
）

（
１８
）
小
林
直
樹
「
無
住
と
金
剛
王
院
僧
正
実
賢
の
法
脈
」（『
説
話
文
学

研
究
』
四
四

二
〇
〇
九
・
七
）

牧
野
和
夫
「『
沙
石
集
』
論
│
円
照
入
寂
後
の
戒
壇
院
系
の
学
僧

た
ち
│
」（『
實
踐
國
文
學
』
八
一

二
〇
一
二
・
三
）

（
１９
）
伊
藤
聡
「
無
住
撰
述
三
昧
耶
戒
作
法
解
題
」・「
翻
刻
」（
豊
田
史

料
叢
書
編
纂
会
編
纂
『
豊
田
史
料
叢
書

猿
投
神
社
聖
教
典
籍
目

録
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

二
〇
〇
五
）

（
２０
）
無
住
の
『
雑
談
集
』
で
は
叡
尊
門
下
の
実
道
房
源
海
に
止
観
を
聞

き
、
下
野
薬
師
寺
で
空
阿
房
光
厳
（
頼
賢
の
弟
子
慈
猛
（
本
書
冒
頭

記
事
）
の
改
名
前
の
名
）
が
『
摩
訶
止
観
』
を
講
じ
た
と
い
う
。
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（
永
村
真
「
下
野
薬
師
寺
の
再
興
」（
栃
木
県
史
』
二
〇

一
九
八

一
））
本
書
で
は
こ
の
慈
猛
が
東
寺
大
勧
進
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

お
り
、
ま
た
、
東
寺
観
智
院
本
『
聖
財
集
』
奥
書
の
「
東
寺
末
流
金

剛
仏
子
道
暁
」
と
い
う
記
述
や
『
雑
談
集
』
で
は
「
東
寺
三
宝
院
ノ

一
流
」
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
令
和
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
）「
新
義
真
言
系
聖
教
の
形
成
と
教
学
的
交
流
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」（
課
題
番
号：

17H
02342

・
代
表
者：

宇
都
宮
啓
吾
）
の
成
果

で
あ
る
。

文
献
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
・
智
積
院
御
当

局
よ
り
多
大
な
る
ご
高
配
、
ご
厚
恩
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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﹇
凡
例
﹈

一
、
翻
字
本
文
は
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
『
醍
醐
祖
師
聞
書
』
に
基
づ
く
。

一
、
原
本
の
配
行
・
字
詰
を
保
ち
、
訓
点
・
諸
符
号
を
も
出
来
る
だ
け
忠
実

に
翻
字
す
る
よ
う
努
め
た
。
し
か
し
、
製
版
の
制
約
上
十
分
で
な
い
場
合
が

あ
る
。
今
後
の
影
印
の
公
刊
に
期
し
た
い
。

一
、
原
本
の
丁
付
に
つ
い
て
は
、
共
紙
表
紙
（
未
装
訂
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
表
紙
か
ら
第
一
丁
と
し
て
数
え
、
各
丁
の
表
裏
の
始
め
に
「（
一
オ
）」

（
第
一
丁
表
）・「（
一
ウ
）」（
第
一
丁
裏
）
の
如
く
示
し
、
各
行
数
は
各
行
の

行
頭
に
算
用
数
字
で
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
、
現
行
の
新
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
抄
物
書
「
酉
酉

（
醍
醐
）」・「
�
（
菩
薩
）」・「
花
ム
（
花
厳
）」「
竹
人
（
範
俊
）」
等
は
そ
の

ま
ま
と
し
た
。
そ
の
場
合
、（

）
に
包
ん
で
当
該
字
を
示
し
た
。

一
、
平
仮
名
・
片
仮
名
の
字
体
は
、
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
但
し
、
合
字

の
「
シ
テ
」・「
コ
ト
」
は
、
本
文
の
形
「
�
」・「
�
」
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
虫
損
・
汚
損
等
に
よ
っ
て
判
読
困
難
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所

に
□
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
判
読
困
難
で
は
あ
る
が
、
内
容
か
ら
推
測
で

き
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
字
を
□
に
囲
っ
て
示
し
た
（
但
し
、
そ
の

推
測
が
あ
ま
り
明
確
で
無
い
場
合
は
傍
ら
に
「（
？
）」
を
付
し
た
場
合
が
あ

る
）。

一
、
見
せ
消
ち
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
字
の
左
傍
に
「
＝
」
を

付
し
た
。

一
、
補
入
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
箇
所
に
「
○
」
を
付
し
、

そ
の
右
傍
に
補
入
字
を
付
し
た
。

一
、
本
文
中
の
明
ら
か
な
誤
写
（
宛
字
を
除
く
）
と
覚
し
き
幾
つ
か
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ま
ま
翻
字
し
た
上
で
、
右
傍
に
「（
マ
マ
）」
を
付
し
た
。

一
、
翻
字
に
際
し
、
注
が
必
要
と
思
わ
れ
る
点
は
、
当
該
箇
所
の
傍
ら
に

（

）
に
包
ん
で
記
し
た
。

【
翻
字
本
文
】
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﹇
本
文
﹈

（
一
オ
）
現
装
表
紙

１

五
十
三

２

智
積
院

玄
宥

３

醍
醐
祖
師
聞
書

（
一
ウ
）
現
装
表
紙
見
返
し

（
白
紙
）

（
二
オ
）

ケ
イ
ト

ト

ト
ノ

１

勝
賢
少
納
言

通
憲
御
息

実
継
成
賢
実
賢
御
事

ノ

ト

ト
ノ

ノ

２

北
院
御
室
遍
智
院
御
相
弟
子
事

３

理
性
院
ト

金
剛
王
院
ト
ノ

御
事

聖
歟

４

金
剛
王
院
ト

実
賢
御
事
也

ト

ト
ノ

５

三
宝
院
道
教
上
人
意
教
上
人
御
由
来
事

ノ

ノ

ノ

ニ

シ
テ

ノ

６

成
賢
御
作
薄
双
実
賢
流
具
有
分
別
事

ノ

７

秘
抄
ウ
ラ
カ
キ
ノ
分
別
巳
上
此
巻
ニ
ア
ル
也

下
ニ
見
タ
リ

ノ

ノ
シ
チ
ケ
イ

ノ
シ
ム
ケ
ム

８

一
管
坊
実
継
事

地
蔵
院
深
賢
事

（
二
ウ
）

１

一
意
教
上
人
御
弟
子
等
事

ノ

ト

ノ

２

下
野
国
薬
師
寺
ノ院＝
慈
猛明＝
上
人
施
入
寺
長
老
願
行

ノ

ノ

ハ

ノ

ト

３

上
人
東
寺
大
勧
進
也
此
二
人
大
旨
上
人
嫡
弟
思
食

ノ

４

タ
ル
人
々
也
已
上
此
巻
内
在
之
至
下
可
見
之

５

一
勝
賢

実
継

成
賢

実
賢
等
御
事

ノ

ノ

ニ

ト

ト

ト
ノ

６

岳
東
院
勝
賢
御
弟
子
成
賢
実
継
実
賢

ハ

ミ
チ
ノ
リ
マ
コ

ノ

７

御
弟
子
ア
リ
成
賢
少
納
言
通
憲
孫
成
範
御
弟
子
也

ト

ト
ハ

ハ

ヲ

ニ

８

成
範
澄
憲
御
兄
弟
也
勝
賢
初
実
継
付
弟
セ
ム
ト

（
３
オ
）

ノ

ニ

テ

ニ

ヲ

ニ

１

ヤ
ク
ソ
ク
也
然
ト
モ
澄
憲
教
訴
随
後
成
賢
付
弟

ハ

テ（
醍
醐
）ノ

ニ

ニ

２

立
タ
リ
此
時
実
継
面
目
失
酉
酉
カ
ヤ
ノ
房
引
籠
テ

終

ノ

ハ

ヨ
リ

３

ハ
テ
給
ヘ
リ
サ
レ
ト
モ
一
流
正
教
勝
賢
付
属
ア
リ
ケ
リ
ト

承
也ハ

ノ

ニ
テ

ノ

（
醍
醐
）ノ

ク

４

成
賢
勝
賢
付
属
大
富
貴
人
也
上
下
酉
酉
堂
塔
悉

ノ

ツ

ハ

５

修
理
シ

給
ヘ
リ
将
来
数
珠
タ
ニ
モ
ツ
ヽ
ラ
一
以
タ
リ

実
賢
成

ノ

ハ

ニ

ニ

６

賢
御
存
生
間
サ
ノ
ミ
ニ
秀
サ
リ
シ
カ
成
賢
御
入
滅
後
殊

ノ

ニ
�

ニ

ハ

７

秀
給
ヘ
リ
大
上
人
弟
子
殊
秀
タ
リ
但
シ
実
賢
御
潅

ニ

ニ

ハ

ニ

８

頂
ヲ
ハ

勝
賢
シ
給
テ
其
日
勝
賢
御
入
滅
ア
リ
故
初
後

― １０１ ―



（
３
ウ
）

ノ

ハ

ニ

ハ

１

夜
三
昧
耶
戒
実
継
遇
テ

実
賢
受
給
ヘ
リ
ト
承
也

ハ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ハ

２

実
継
勝
賢
上
足
故
ニ

初
後
授
也
サ
テ
後
実
賢

ニ

ハ

ノ

ニ
ハ

ト
モ

３

静
遍
真
言
ヲ

習
ヒ

給
ヘ
ル
間
実
賢
勝
賢
為
孫
弟
子

ノ

ノ

ニ

ヲ

ニ

４

云
ヘ
リ
但
シ

成
賢
御
孝
養
三
十
五
日
実
賢
唱
導

ノ（
醍
醐
）ノ

ノ

ハ

ノ

５

請
シ

給
ヘ
リ
其
時
上
下
酉
酉
高
僧
達
中
ニ
テ

我
勝
賢

ヲ

ノ

ニ
テ

６

孫
弟
子
ナ
ル
事
仰
ア
リ
ケ
ル
ト
承
也
静
遍
ハ

勝
賢
御
弟
子

シ

ハ

７

成
賢
実
賢
等
ニ
ハ
同
相
弟
子
也
又
堅
賢
ニ
モ
実
賢

ノ

ノ

８

習
ヒ
給
ヘ
リ
堅
賢
ハ

成
賢
弟
ニ
テ
勝
賢
弟
子
也

（
４
オ
）

ト

ト

１

勝
賢
号
覚
洞
院

通
憲
ノ
御
子
也

成
賢

ノ
成
範
御
子
也

勝
賢
ノ
甥
御
前
也

勝
賢
成
範
兄
弟
也

ノ

ト

ト

ニ

ノ

ヒ

２

一
北
院
御
室
成
賢
共
勝
賢
御
弟
子
ニ
テ

御
室
遍
知
院
相

ハ

ノ

ニ

ノ

３

弟
子
也
雖
然
遍
智
院
尚
勝
賢
嫡
弟
也
故
御
室
御
不
処

ニ

ニ

４

ヲ
ハ
常
遍
智
院
御
尋
ア
リ
ケ
リ

┐
実
継

─┬
成
賢

５

勝
賢
┴┬
北
院
御
室

─┌
静
遍

ト

ト

ト
ノ

ノ

６

一
理
性
院
金
剛
王
院
定
海
由
来
事

（
４
ウ
）

ノ

ニ

ト

ト

ト
ノ

ア
リ

１

勝
覚
僧
正
御
弟
子
定
海
理
性
院
金
剛
王
院
三
人

ハ

ノ

ト

ヲ
ハ

ノ

２

理
性
院
理
性
房
法
眼
賢
覚
云
也
金
剛
王
院
三
密
房

ト

ニ

ノ

３

阿
闍
梨
聖
賢
云
也
出
家
人
也

入
道
也

賢
覚
聖
賢
共
勝
覚

ニ

ヲ

４

御
メ
ノ
ト
子
也
故
御
イ
ト
ヲ
シ
ミ
ニ
テ
真
言
教
ヘ

給
ヘ
リ
雖

ノ

ハ

ニ

ト

ト
ハ

ノ

５

然
勝
覚
御
嫡
弟
定
海
也
故
理
性
院
金
剛
王
院
勝
覚

４

末
弟
子
傍
流
也ノ

ハ

ノ

出
家

５

一
問
云
金
剛
王
院
根
本
三
密
房
阿
闍
梨
聖
賢
也
入
道
ノ

人
也

６

其
後

源
運
大
僧
都
杲
海
小
僧
都
賢
海

（
醍
醐
）

権
僧
正
酉
酉
座
主

蓮
花
院

（
５
オ
）

ハ

ノ

１

実
賢

ノ

前
大
僧
正
五
代
末
弟

（
醍
醐
）

酉
酉
座
主
号
金
剛
王
院
答
云
実
賢
岳
洞
院
勝
賢

ノ

ヲ

ノ

シ

２

御
弟
子
ナ
カ
ラ
而
モ

金
剛
王
院
嫡
々
ツ
キ
金
剛
王
院
管
領

ノ

ト

ニ

ノ

ヲ

タ
ル

３

給
ヘ
ル
間
人
皆
金
剛
王
院
僧
正
云
ヘ
リ
故
金
剛
王
院
流
受

ハ

ノ

ヲ

４

間
金
剛
王
院
ト云
也
雖
然
実
賢
一
期
三
宝
院
方
真
言

ニ

テ

ノ

ノ

ヲ
ハ

ハ

５

人
伝
金
剛
王
院
方
真
言
一
人
ニ
モ

不
被
授
之
也
我
三

ノ

６

宝
院
真
言
師
也
ト
コ
ソ
名
ノ
リ
給
ヒ
ケ
ル
ト
承
也
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┐
聖
賢
金
剛
王
院
三
密
房
阿
サ
リ

│
│

│
│
│
│
│

勝
覚
御
メ
ノ
ト
子
也

源
運
│
杲
海
│
賢
海
│
実
賢

──

７
一
勝
覚
┼
定
海

（
醍
醐
）

大
僧
正
一
長
者
酉
酉
座
主

│
│

│
│
│
│

六
条
前
大
臣
息
也

元
海
二
長
者
│
│

│
│
│

大
納
言
源
雅
俊
息
也
実
運

（
醍
醐
）

酉
酉
座
主

廟
僧
都

│

│
│
│

勝
倶
胝
院
僧
都

┘

─

─

─

┐
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
└

─

─

┌
賢
覚
理
性
院
理
性
房
法
眼

聖
賢
ト
兄
弟
也

┌
勝
賢 （

醍
醐
）

酉
酉
座
主
権
僧
正

│
│
│
│

小
納
言
通
憲
息
也
成
賢
中
納
言
成
範
子
息
也

遍
智
院
之
権
僧
正

（
醍
醐
）

酉
酉
座
主

（
５
ウ
）

ノ

ノ

ト

ト
ノ

１

一
遍
智
院
成
賢
御
弟
子
意
教
上
人
道
教
僧
都
御
事

ハ

ノ

ニ
�

ノ

２

遍
智
院
勝
賢
嫡
弟
也
中
納
言
成
範
御
息
也
有
力
上
下

（
醍
醐
）ノ

シ

シ

ノ（
醍
醐
）ニ

３

酉
酉
堂
塔
等
悉
ク

此
権
僧
正
修
理
給
ヘ
リ
但
下
酉
酉

モ

ニ

４

塔
ア
リ

未
修
理
時
不
来
我
レ

滅
後
々
修
理
ス
ヘ
シ
ト
テ
料
足

ノ

ニ
�

ア
リ

５

百
貫
文
充
置
也
雖
然
御
年
滿
七
十
御
入
滅
其
御

ニ

ト

ト
ノ

ノ

ア
リ

ノ

ハ

６

弟
子
意
教
上
人
道
教
僧
都
二
人
上
足
意
教
俗
姓

ノ

ハ

ニ
テ

ヨ
リ

ハ

７

ヒ
ノ
ヽ
具
足
也
道
教
俗
姓
コ
カ
ノ
具
足
意
教
俗
姓
猶

ノ

ニ

８

上
方
人
也
意
教
道
教
共
同
年
也
嫡
々
道
教
僧
都
付
属
也

（
６
オ
）

ハ

ニ
�

ア
リ

ハ

マ
テ

１

雖
然
道
教
三
十
七
御
入
滅
意
教
七
十
余
御
存
生
歟
意
教

ハ

ニ
テ

ニ
�

ニ
ハ

２

上
人
児
ヨ
リ
ノ

御
弟
子
愛
弟
異
名
長
者
御
前
ト
云

也

ハ

テ

ノ

ニ

ス

３

其
故
法
師
成
東
寺
長
者
成
ヘ
シ
ト
テ
長
者
御
前
ト
申
也

ノ

ノ

４

遍
智
院
御
存
生
時
器
量
人
ナ
リ
ト
テ
奈
良
ヘ
ツ
カ
ワ
シ
テ
三

ヲ論

ノ

ノ

５

学
セ
サ
セ
給
ケ
リ
雖
然
此
人
無
ク
テ
ハ
聖
教
開
閉
カ
ナ
ハ
シ

ト

（
醍
醐
）ニ

ノ

６

テ
イ
ク
ホ
ト
モ
ナ
ク
シ
テ
又
酉
酉
召
登
セ
給
ケ
リ
大
事
愛

ノ

ノ

ニ

テ

テ

ク

ニ

ノ

７

弟
也
遍
智
院
御
入
滅
時
此
意
教
上
人
付
仰
云
我
四

ニ

�

ヲ

テ

ノ（
醍
醐
）ニ

８

思
ア
リ

遂
不
成
一

死
ス
ヘ
シ
一
ニ
ハ
一
切
経
渡
下
酉
酉
置
キタ
シ

（
６
ウ
）

ニ
ハ

ニ

フ

�

１

二
遁
世
ノ

シ
タ
ク
ア
リ
シ
公
上
随
間
不
叶
死
ス
ヘ
シ

ニ
ハ

ヲ

２

三
法
花
経
千
部
自
身
ヨ
ミ
タ
カ
リ
シ
不
叶

ニ
ハ

テ

ク

３

四
青
龍
寺
拝
見
セ
ム
ト
思
事
不
叶
頼
賢
申
云
御

ニ

ニ

ノ

ニ

ノ

４

入
滅
ノ

後
一
々
可
成
ト一
申
故
御
入
滅
後
一
々
四
御
願
シ
ト
ケ

ノ

ヲ

５

申
サ
ル
其
後
軈
遁
世
セ
リ
軈
入
唐
シ
テ
五
千
巻
一
切
経

（
醍
醐
）ニ

ハ

６

渡
シ
テ
下
酉
酉
経
蔵
ヲ

立
テ
ヽ

納
也
此
時
意
教
上
人
青

ノ

７

龍
寺
拝
見
歟
不
見
也
御
入
滅
後
三
年
内
千
部
経
ヨ
ミ
テ

ノ

ク

ノ

８

結
願
ア
リ
四
事
悉
皆
御
入
滅
後
叶
給
ヘ
リ
遁
世
間
□

（
７
オ
）

ニ
：

ノ

ニ

ノ

ニ

セ
リ

１

峯
堂
ヲ
チ
御
前
三
井
寺
真
言
師
勝
月
上
人
下
居
住
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ヲ

ヲ
ハ

２

サ
テ
峯
堂
ヲ
チ
ヨ
リ
付
属
セ
ム
ト
仰
ア
リ
ケ
ル
時
峯
堂

ニ

テ

ニ

ノ

３

出
給
ヘ
リ
其
後
律
僧
成
高
野
山
一
心
院
居
其
後
安
養
院

ニ

シ

ノ

ニ

４

長
老
請
入
レ
マ
イ
ラ
セ
テ
真
言
師
シ
給
ヘ
リ
此
時
金
剛
三
昧

ノ

ハ

ノ

ニ

テ

ニ

５

院
長
老
証
道
上
人
意
教
御
弟
子
成
安
養
院
カ
ヨ
ヒ
テ
真

ヲ

ノ

ハ

ノ

ニ

６

言
習
給
へ
リ
其
御
弟
子
今
空
忍
上
人
是
也
故
空
忍
マ
テ
ハ
遍

ハ

ニ

シ

シ

７

智
院
ヨ
リ
ハ
四
代
也
其
後
意
教
上
人
越
前
弟
子
ア
リ
請
下
マ

ハ

ニ

８

ヒ
ラ
セ
タ
リ
ケ
ル
カ
下
向
七
月
也
十
二
月
七
日
イ
ク
ホ
ト
モ

ナ
ク
テ

（
７
ウ
）

テ

ニ

ノ

１

御
入
滅
也
証
道
上
人
モ
下
御
入
滅
ア
ヒ
給
ヘ
リ
意
教
上
人
御

ハ

ナ
ノ
リ

ト

ハ

ノ

ノ

（
醍
醐
）

ノ

２

頼
賢
申
也
意
教
遁
世
後
御
名
歟
酉
酉
ニ
テ
ハ

卿
阿
闍
梨

ハ

ノ

ノ

ニ

３

ト
モ
申
ケ
リ
又
道
教
僧
都
器
量
人
ニ
テ

此
秘
抄
挙
タ
ルホ
ト
ノ

（
菩
薩
）

ニ

ノ

４

仏
�
ノ

次
第
ヲ

セ
テ
一
々
取
テ
ヤ
ス
ク
行
ヘ
キ
ヤ
ウ
ニ
次
第
約

ヲ本

ノ

５

造
リ

タ
ル
人
也
雖
然
早
世
間
不
教
歟
意
教
上
人
ハ

一
期
□
ニ

リ
ワ
ラ
ワ

ノ

ノ

ノ

６

不
咲
ケ
ル
人
也
ト
天
王
寺
相
意
長
老
仰
ア
リ

ケ
リ
相
意
上
人

レ

７

仰
云
我
意
教
上
人
承
事
時
夜
ル

ネ
フ
リ
ス
コ••

シ
タ
リ
シ
時
意

教

ニ

ヲ

シ

ヲ

ニ

８

上
人
先
ヲ
キ
テ
火
ト
ホ
シ
テ
供
養
法
御
始
ア
リ
後
⃞ヲ
⃞ト
ロ

（
８
オ
）

ニ

ノ

ニ

１

キ
テ
道
場
入
ラ
ム
ト
ス
レ
ト
モ
皆
カ
ケ
マ
ワ
シ
タ
リ
花
棚
下

ノ

□
□

ニ

２

ア
リ
ケ
ル
計
カ
ケ
ノ
コ
シ
給
ヘ
リ
其
レ
ヨ
リ

ク
ヽ
リ
テ
道
場

入
タ
リ

シ

ニ

ノ

３

時
ウ
シ
ロ
ヨ
リ
見
タ
テ
マ
ツ
レ
ハ
御
耳
ハ
タ
ラ
ク
ヲ
見
テ

御

咲
ア
リ

ニ

４

ケ
ナ
リ
ト
思
タ
リ

シ
ヨ
リ
外
一
期
御
ワ
ラ
ヒ
給
ヘ
ル
ヲ
不
見
ト

云
ヘ
リ
此
ハ

ノ

ス

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ハ

５

道
者
至
所
歟
意
教
上
人
安
養
院
御
住
時
長
老
名
相
観

ヲ

ニ

６

長
老
ト
申
也
意
教
請
シ
テ

御
弟
子
成
人
也

ト
ハ

ニ
ハ

ニ

７

意
教
上
人
ト

道
教
僧
都
同
年
ニ
テ

遍
智
院
丗
二
マ
テ

共
ヲ
ク
レハ

８

マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
タ
リ
其
後
中
五
六
年
ア
リ
テ
道
教
僧
都
丗

七
ニ
テ

（
８
ウ
）

ノ

ニ

ノ（
醍
醐
）ノ

１

入
滅
也
其
御
弟
親
快
許
呵
許
リ
ヲ

サ
ツ
ケ
テ
御
相
弟
子
酉
酉

ノ

ノ

ヲ
ハ

ノ

ヘ
リ

２

地
蔵
院

�深
��

ニ賢
伝
法
潅
頂
事
道
教
僧
都
ア
ツ
ラ
エ
ヲ
キ
給
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ニ

ハ

ハ

ニ

ハ

ノ

３

故
潅
頂
親
快
深
賢
カ
ヒ
テ
シ
給
ヘ
リ

親
快
道
教
上
人
御
弟
也

ノ

ハ

ノ

４

一
峯
堂
勝
月
上
人
貴
キ
人
也
意
教
上
人
ヲ
チ
御
前
也

ノ

ト

ノ

┐
此
ハ
松
橋
浄
真
云
テ
成
賢
甥
御
前
也

─

遍
智
院

─

┐
│
意
教
也

此
ハ
松
橋
方
也

─

─

∞

∞

セ
ウ

５

成
賢
│
│
│
浄
真
│
│
│
頼
賢
│
│
真

ニ

ノ

ノ

ノ

ニ

ヲ

６

故
成
賢
御
流
松
橋
方
ヲ
ハ

浄
真
ユ
ツ
リ
給
ヘ
リ
其
又
意
教

ニ

上
人ノ

７

浄
真
ユ
ツ
リ
給
ヘ
リ

（
９
オ
）

ハ

┐
此
三
宝
院
方
也

シ
ン
ク
ワ
イ

１

成
賢
│
┤
道
教
│
│
親
快
┴

ノ

ヲ

─

┌
道
教
弟
云
二

親
快
一

也

┌
頼
賢ニ

ノ

ノ

ノ

ノ

２

一
意
教
上
人
越
前
御
下
向
時
寺
里
名
事

ト

３

所
ヲ
ハ

金
南
東
ト
云
也

寺
ヲ
ハ

歓
喜
寿
院
云
也

ト

４

檀
那
ヲ
ハ

顕
一
房
云
也

金
南
東
ノ

地
頭
也

（
９
ウ
）

┐

ノ

ハ

ノ

此
ハ
松
橋
法
印
ト
云
也
此
成
賢
甥

ノ

浄
真
御
前
也
松
橋
方
正
教
ノ
一
流
ヲ
ハ

ノ
成
賢
浄
真
ニ
ユ
ツ
リ
給
ヘ
リ

七
十
ニ
テ
入
滅

成
範
息
也

──

１

勝
賢
│
│
成
賢
│
│
┼
道
教
│
親
快

──

┐
相
観
安
養
院
ノ
長
老
也

┌
意
教
┴┌
証
道
┘
金
剛
三
昧
院
長
老
也

─┌
空
忍

実
融

舜
融

（
１０
オ
）

ト

ト
ノ

ノ

１
一

成
賢
実
賢
薄
双
紙
分
別
事

ト

ノ

ノ

テ

リ

ノ

２

問
云
薄
双
紙
申
ハ
遍
智
院
成
賢
初
造
給
ヘ
リ

勝
憲

ハ

ノ

ノ

３

御
時
薄
双
紙
ト
テ
無
之
然
ル
ヲ

実
賢
薄
双
紙
皆
遍
智
院

ノ

リ

ノ

モ

ノ

ヲ

４

御
作
薄
双
紙
多
分
在
之
又
薄
双
紙
目
録
遍
智
院
目
録

テ

ニ

ク

ハ

ノ

５

以
実
賢
方
用
之
如
是
ナ
ラ
ハ
実
賢
成
賢
御
弟
子
ト

成
テ

ハ

ニ

シ

６

実
賢
成
賢
伝
受
給
ヘ
ル
歟
如
何

ノ

ニ

ノ

７

仰
云
実
賢
成
賢
伝
受
シ

給
事
不
可
有
之
雖
然
成
賢

ノ

ニ

ニ
ハ

ノ

８

御
造
薄
双
紙
実
賢
方
ア
ル
ハ
推
ス
ル
ニ

衆
義
ア
リ

一
根
本

（
１０
ウ
）

ノ

ノ

１

成
賢
実
賢
薄
双
紙
ハ

混
乱
セ
サ
レ
ト
モ
末
々
弟
子
ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ノ

２

ヰ
中
律
僧
真
言
師
等
成
実
両
流
習
テ

後
々
遍
智
院
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ヲ

ニ

�

３

薄
双
紙
実
賢
方
取
リ

具
テ

師
資
相
承
乱
リ
タ
ル

也

ニ
ハ

ノ

ハ

４

是
一

又
一
タ
ト
ヒ
実
賢
御
時
ナ
リ
ト
モ
成
賢
本
ヨ
リ
嫡
流
也

ノ

ト

カ

５

実
賢
モ

勝
賢
孫
弟
子
ナ
ノ
リ
給
ヒ
タ
ル
間
我
次
第
ニ

�

ニ

ハ

ヲ

６

取
リ

具
人
授
ケ
給
ヒ
タ
ル

事
モ
ア
ル
ヘ
シ
本
ヨ
リ

実
賢
成
賢

ノ

ハ

７

辺
執
シ
タ
ル

御
事
無
之
故
也
是
一
又
一
ニ
ハ

賀
茂
空
願
上
人
実

ノ

ノ

ケ
ウ
ケ
ム

８

賢
御
弟
子
也
此
人
又
浄
尊
御
弟
子
空
禅
房
篋
釼
ト
云
人
ニ

（
１１
オ
）

ノ

ノ

ノ

１

習
給
ヘ
リ
此
篋
釼
師
浄
尊
ト

云
テ
故
遍
智
院
経
蔵
開
閉

ノ

ノ

ノ

ノ

２

皆
此
浄
尊
ハ
カ
ラ
ヒ
也
此
時
遍
智
院
次
第
ヲ
ハ

残
所
ナ
ク
所
持

ニ

ニ

テ

３

也
故
意
教
上
人
タ
ニ
モ
我
カ

所
持
無
次
第
ヲ
ハ

浄
尊
尋

ノ

ハ

ノ

ヲ

ハ

４

書
タ
リ
此
孫
弟
子
空
願
上
人
実
賢
流
極
給
ヘ
ル
人
也
此

ノ

ニ

テ

ノ

ト

ノ

５

加
茂
ヨ
リ

成
賢
実
賢
次
第
一
成
今
実
賢
方
云
人

ノ

ノ

ニ
ハ

ノ

６

授
ル

次
第
皆
多
分
遍
智
院
御
作
次
第
ナ
ル
歟
是
一
又
一
成
賢

ノ

ノ

ノ

ノ

シ

７

御
作
薄
双
紙
ト

北
院
御
室
御
作
秘
抄
ト
ハ

尊
法
大
旨
同

ニ

ハ

ニ

ル

ニ

�

ニ

８

物
ナ
ル

故
実
賢
殊
秘
抄
ヲ
ハ

用
故
秘
抄
ヲ
カ
キ
出
我
次
第

（
１１
ウ
）

ノ

ノ

ノ

ニ

１

具
シ

タ
ル
歟
是
一
此
等
多
々
義
也
雖
然
実
賢
成
賢
伝
受

ニ

ニ

２

ナ
ム
ト
シ
タ
ル
事
ハ
更
不
可
有
之
一

也
共
同
朋
ナ
ル
ナ
リ

ノ

３

一
秘
抄
ノ

ウ
ラ
書
事

ニ

ノ

ノ

ノ

４

ウ
ラ
書
二
ア
リ

根
本
北
院
御
室
ウ
ラ
書
本
是
レ
ア
リ

ノ

ノ

ノ

ノ

ハ

ノ

ト

５

今
蓮
花
心
院
本
ウ
ラ
書
本
此
也
此
根
本
ウ
ラ
書
云
テ

ニ
ハ

ノ

ノ

６

遍
智
院
方
此
外
ウ
ラ
書
無
之
也

ニ

ノ

ノ

ニ

７

実
賢
方
根
本
ウ
ラ
書
外
ナ
ヲ
多
ク
シ
タ
ル
本
ア
リ

ノ

ノ

ニ

ト

８

此
根
本
ウ
ラ
書
外
又
ナ
ヲ

実
賢
少
々
書
具
シ

給
タ
ル
歟

（
１２
オ
）

ハ

１

蓮
花
心
院
仰
ア
リ
ケ
ル

ノ

２

金
宝
抄
等
ヲ
ウ
ラ
ニ
書
ノ
セ
タ
ル
ハ
何
ナ
ル
人
シ
タ
ル
ヤ
ラ

ムキ

ニ

ノ

３

難
知
ウ
ラ
書
也
故
如
是
ウ
ラ
書
多
キ
本
ヲ
ハ

遍
智
院

４

方
ニ
ハ

キ
ラ
ウ
也

ノ

ノ

ク

ニ

５

一
平
等
房
十
巻
書
ト

云
テ
十
巻
作
書
ア
リ
多
物
引
之

６

已
上
畢

（
１２
ウ
）

１

一
高
野
新
別
所
宝
物
事

ノ

ノ

ト

ノ

ト

２

大
師
御
筆
梵
字
両
呵
日
光
縁
起

（
厳
）

ト

ノ

ト

ノ

ト

３

花
ム
経
十
一
巻
ト

心
経
二
巻
画
像
不
動
法
花
経
一
巻
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ノ

４

已
上
高
野
大
師
御
筆
也

（
播
磨
）

ノ

ノ

ノ

５

一
幡
广
書
写
上
人
御
鈴

梵
本
タ
ラ
葉
経

ノ

ナ
ル

６

梵
本
十
六
羅
漢
画
像

又
画
像
大
不
動
此
ハ
失
タ
リト
云
也

ノ

ツ

７

一
四
天
王
立
方
角
事

テ
イ
ツ

ラ

タ

ノ

８

東
方

提
頭
頼

者
持
国
天
事
也

（
１３
オ
）

ヒ

ル
シ
ヤ
�
�

１

南
方

昆
楼
刄
刄
者

増
長
天
也

２

西
方

昆
楼
博
刄
者

広
目
天
也

３

北
方

毘
沙
聞
者

多
聞
天
也

４

一
実
賢
真
言
御
師
等
事

ノ

権
律
師
勝
賢
御
弟
子
也

∞
ケ
ム

５

範
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
┘

┐
│
此
ハ
仁
和
寺
ノ
理
智
院
ノ

隆
澄
ト
同
名
ニ
�
異
人
也

成
賢
御
弟
也
成
範
御
子
也

─

─

─

─

小
納
言
入
道
通
憲
御
息
也

─

┬
│
隆
澄

勝
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
┼
実
賢
┴

─

─

禅
林
勝
賢
御
弟
子
也

─

─

静
遍

│
│
│
│
│
│
│
│
┴

─

─

─

杲
海
弟
子
号
蓮
花
院

─

─

御
舎
弟
也

賢
海

│
│
│
│
│
│
│
│
└

┌
│
良
胤

（
醍
醐
）

権
僧
正
酉
酉
座
主
也

ノ

ノ

６

金
剛
王
院
ノ

聖
賢
ヨ
リ

四
代
弟
子
賢
海
也

実
賢
師
也

（
１３
ウ
）

ノ

１

一
隆
澄

房
円
事

ニ

ノ

ハ

ノ

ト

ハ

２

秘
抄
中
如
法
愛
染
巻
秘
抄
内
无
之
隆
澄
云
也

ハ

ノ

ト

ハ

ト

ノ

３

房
円
如
法
愛
染
法
有
之
云
也
此
理
智
院
隆
澄
真
乗
院

ト

ニ

ノ

ニ

ノ

�

ニ

４

房
円
也
共
仁
和
寺
方
真
言
師
也
故
成
賢
僧
正
秘
蔵
私

ト

ニ（
範
俊
）ノ

ノ

ニ

５

書
入
シ
給
ヘ
リ
隆
澄
申
サ
ル
�
�
也
故
竹
人
如
法
愛
染
次
第

テ

ノ

ハ（
範
俊
）ノ

ニ

６

依
カ
キ
入
給
歟
一
義
ア
リ
小
野
大
次
第
竹
人
御
作
也
其
中

ノ

ハ

ノ

ノ

ノ

ハ

７

如
法
愛
染
法
ア
リ

又
如
法
尊
勝
法
ア
リ

実
賢
御
弟
子
隆
澄
此

８

同
名
ニ
�

異
也

（
１４
オ
）

１

一
思
融
真
言
御
師
等
事

実
賢
御
弟
子
也
賀
茂
空
願
上
人
ト
云

２

如
実

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┘

又
空
禅
房
篋
釼
ト
云
人
モ
弟
子
也

─
空
禅
房
ハ
浄
尊
ノ
弟
子
也

─

准
三
宮
関
白
殿
ト
申
也

─

法
助

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴─

成
賢
ノ
御
弟
子
也

─
思
融
又
円
珠
ト
云

相
意
房
也

光
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴─

意
教
上
人
也

─

頼
賢

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
└

成
賢
御
弟
子
也
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３

或
人
云
思
融
云

師
ニ
値
�
百
余
人
信
ヲ
取
�
只但＝

一
人
云
云

（
１４
ウ
）

１

一
良
含
真
言
御
師
等
事仁

実
賢
法
助
両
僧
正
弟
子
◦
和
方
人
也

理
智
院
三
位
僧
正
良
遍
ノ
弟
子
也
又
範
俊
ヨ
リ
八
代
ノ
弟
子
也

２

隆
澄
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┘

又
ハ
大
夫
法
印
ト
云
寛
助
ヨ
リ
六
代
ノ
弟
子
也

───

実
賢
弟
子
同
舎
弟
也

─

良
胤
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴─

静
瑜
弟
子
也
範
俊
ヨ
リ
八
代
長
遍
也

─

長
遍
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴

賢
長
弟
子
也

───

隆
澄
弟
子
也
仁
和
方
人
也

─

盛
遍
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
┴

寛
助
ヨ
リ
七
代
ノ
盛
遍
也

───

覚
舜
弟
子
也
三
宝
院
ノ
勝
覚
ヨ
リ
八
代
ノ
弟
子
也

─

真
空
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
└

（
１５
オ
・
ウ
）

（
白
紙
）

（
１６
オ
・
ウ
）
現
装
裏
表
紙

（
白
紙
）

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）
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